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はしがき

　
　
は
し
が
き

自
然
の
美
し
さ
、
緑
色
の
植
物
の
緑
の
色
の
濃
淡
、
花
の
色
と
素
顔
の
多
様
さ
、
海
の
広
大
さ
、
清
流
や
滝
の
音
、
虫
の
音
の
清

ら
か
さ
を
聞
く
耳
の
心
地
よ
さ
等
々
は
、
年
令
と
と
も
に
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
を
実
感
す
る
米
寿
に
近
い
者
の
已
む
な
き
晩
秋
に

お
け
る
感
覚
と
言
う
べ
き
か
。

一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
五
月
一
五
日
の
出
生
よ
り
今
日
ま
で
に
体
験
し
た
、
八
七
年
余
の
歳
月
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
と
毎
夜
の
一
日
の
終
わ
り
に
反
芻
す
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
間
に
出
会
っ
た
人
は
父
母
兄
弟
、
妻
の
ほ
か
数
え
き

れ
な
い
数
に
達
す
る
。
特
に
今
日
に
至
る
人
生
に
多
大
な
恩
恵
を
授
か
っ
た
人
の
内
、
多
く
の
人
々
は
各
々
の
人
生
を
終
え
ら
れ
た

人
々
と
な
り
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
際
に
、
そ
の
各
人
の
印
象
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
言
葉
が
強
く
胸
を
打
つ
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
航
路
に
お
い
て
、
終
戦
の
翌
々
年
の
小
学
六
年
生
の
卒
業
時
に
担
任
の
先
生
か
ら
「
リ
ン
カ
ー
ン
米
大
統
領
の

よ
う
な
人
の
伝
記
を
読
み
な
さ
い
」
と
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
、
中
学
卒
業
直
前
に
国
語
の
先
生
に
よ
り
頂
い
た
短
冊
「
こ
の
道
や　

行
く
人
な
し
に　

秋
の
暮
れ
」、
大
学
三
年
生
の
時
に
故
西
原
寛
一
先
生
に
頂
い
た
『
商
法
哲
学
―
商
法
総
論
』
を
常
に
意
識
下
に

お
い
て
研
究
す
る
よ
う
に
強
く
教
え
ら
れ
た
こ
と
等
々
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
方
々
か
ら
受
け
た
ご
忠
告
、
ご
指
導
、
ご
意

見
な
ど
を
糧
と
す
る
こ
と
を
求
め
続
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
充
分
に
血
と
な
り
肉
と
な
す
こ
と
が
で
き
て
こ
な
か
っ
た
反
省

を
抱
き
つ
つ
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

人
生
の
終
わ
り
ま
で
の
月
日
は
定
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
日
ま
で
至
ら
な
い
老
骨
に
鞭
を
打
ち
続
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
青
年
時
代
よ
り
思
い
描
い
て
い
た
自
ら
の
独
特
の
小
山
も
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
牛
歩
を
続
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
く
思

user
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う
日
常
で
あ
る
。
求
め
続
け
て
き
た
道
の
り
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
瞬
時
に
過
ぎ
な
い
わ
け
だ
が
、
人
生
を
賭
け
た
学
び
の
道
は
遠
く

続
い
て
お
り
、
よ
く
よ
く
目
を
見
張
り
、
耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
出
版
は
、
米
寿
（
八
十
八
歳
）
を
機
に
自
ら
の
専
門
分
野
と
趣
味
を
集
め
た
愚
作
揃
い
の
作
品
だ
が
、
鷹
揚
に
ご
笑

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

中
秋
の
名
月
は
人
の
心
の
内
で
過
ぎ
去
っ
た
日
常
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
静
か
な
力
が
あ
る
こ
と
を
し
み
じ
み
と
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
本
書
が
出
版
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
株
式
会
社
民
事
法
研
究
会
田
口
信
義
社
長
の
薦
め
を
始
め
、
同
社
の
松
下
寿
美
子

氏
お
よ
び
弁
護
士
法
人
関
西
法
律
特
許
事
務
所
今
中
担
当
升
木
良
枝
秘
書
両
氏
の
長
期
間
に
わ
た
る
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と

を
記
し
、
強
く
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
は
、六
〇
年
の
長
期
に
わ
た
り
私
の
今
日
の
た
め
に
心
身
を
尽
く
し
て
協
力
し
て
く
れ
た
妻
久
美
子
に
感
謝
し
て
贈
り
た
い
。

　

二
〇
二
二
年
九
月
一
〇
日　

中
秋
の
名
月
の
夜
に

�

今
中
　
利
昭
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▼
西
原
寛
一
先
生
追
悼
論
文
集
『
企
業
と
法
（
下
巻
）』（
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
一
二
月
）�

1
▲

企
業
倒
産
法
に
お
け
る
企
業
維
持
理
念
の
適
用
に
つ
い
て

一　

は
じ
め
に

二　

企
業
倒
産
法
の
基
本
理
念
と
し
て
の
企
業
維
持

三　

企
業
倒
産
法
に
お
け
る
企
業
維
持
理
念
の
適
用

四　

お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

企
業
倒
産
法
、
倒
産
処
理
法
、
倒
産
法
と
い
う
統
一
的
法
典
は
存
在
せ
ず
、
倒
産
と
い
う
用
語
も
法
規
上
存
在
せ
ず
、
倒
産
と
い

う
経
済
的
、
経
営
的
社
会
現
象
に
関
し
て
生
ず
る
法
人
格
者
間
の
法
律
関
係
―
権
利
義
務
関
係
の
総
合
的
分
野
を
称
す
る
法
解
釈
学

上
の
法
分
野
が
存
在
す
る
（
（
（

。

企
業
倒
産
法
の
対
象
者
は
、
商
法
上
の
企
業
概
念
（
（
（

よ
り
も
広
く
、
一
般
市
民
を
も
対
象
と
す
る
。

そ
し
て
、
倒
産
し
た
企
業
内
外
に
お
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
全
法
的
人
格
者
を
も
対
象
と
す
る
（
（
（

。	

企
業
倒
産
法
を
構
成
す
る
法
典
は
、
会
社
更
生
法
（
昭
和
二
七
年
法
一
七
二
）、
会
社
整
理
法
（
商
法
三
八
一
条
な
い
し
四
〇
三
条
・

昭
和
一
三
年
法
七
二
）、
和
議
法
（
大
正
一
一
年
法
七
二
）、
破
産
法
（
大
正
一
一
年
法
七
一
）、
特
別
清
算
法
（
商
法
四
三
一
条
な
い
し

四
五
六
条
・
昭
和
一
三
年
法
七
二
）
の
五
法
典
で
あ
る
。
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前
三
者
が
再
建
更
生
型
法
的
倒
産
（
整
理
）
手
続
、
後
二
者
が
解
体
清
算
型
法
的
倒
産
（
整
理
）
手
続
と
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も

厳
格
な
再
建
更
生
型
手
続
法
で
あ
る
会
社
更
生
法
に
は
、
更
生
開
始
決
定
後
の
清
算
型
更
生
計
画
案
に
よ
る
清
算
的
会
社
更
生
手
続

も
規
定
さ
れ
て
い
る
（
会
更
法
一
九
一
条
）。

ま
た
、
争
い
は
あ
る
が
、
解
体
清
算
型
会
社
整
理
手
続
も
、
解
体
清
算
型
和
議
手
続
も
許
容
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
（
（
（

。企
業
倒
産
法
と
商
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
企
業
倒
産
法
中
の
倒
産
企
業
の
組
織
運
営
お
よ
び
倒
産
企
業
を
取
り
巻
く
利

害
関
係
者
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
、
商
法
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
商
法
の
規
定
も
一
定
の
制
限
な
い
し
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
企
業
倒
産
法
の
当
該
部
分
は
、
実
質
的
意
義
の
商
法
に
属
す
る
わ
け
で
あ
る
（
（
（

。	

次
に
、
商
法
は
経
済
学
上
の
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
「
企
業
」
に
関
す
る
法
で
あ
り
、
企
業
は
法
主
体
、
す
な
わ
ち
、
商
法

に
お
け
る
権
利
主
体
で
あ
る
法
的
人
格
者
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
（
（
（

。

商
法
が
企
業
に
関
す
る
法
で
あ
る
か
ら
、
企
業
が
存
続
発
展
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
企
業
が
解
体
清
算
す
る
こ
と
を
放
置
な

い
し
助
長
す
る
こ
と
は
、
商
法
の
存
立
基
礎
を
失
う
結
果
と
な
り
、
商
法
の
自
殺
的
行
為
と
な
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
商
法
が
発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
企
業
が
発
展
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
商
法
が

「
企
業
の
維
持
」
な
い
し
「
企
業
維
持
の
強
化
」
を
基
本
理
念
と
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
商
法
の
基
本
理
念
の
第
一
と
さ
れ
て
い
る
企
業
維
持
の
理
念
の
商
法
上
の
諸
規
定
、
諸
制
度
へ
の
浸
透
は
、
広
い
範
囲
で
、

且
つ
深
く
現
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
（
（

。

企
業
倒
産
法
の
重
要
部
分
が
実
質
的
意
義
の
商
法
で
あ
る
か
ら
、商
法
上
の
第
一
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
企
業
維
持
の
理
念
」
は
、

当
然
に
企
業
倒
産
法
の
基
本
理
念
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
企
業
倒
産
法
の
我
が
国
に
お
け
る
法
典
は
、
前
記
の
如
く
五
法
典
か
ら
成
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
制
定
が
大
正
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一
一
（
一
九
二
二
）
年
の
和
議
法
と
破
産
法
、
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
の
会
社
整
理
法
と
特
別
清
算
法
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）

年
の
会
社
更
生
法
と
い
う
よ
う
に
、
三
〇
年
間
の
開
き
が
あ
り
、
そ
の
間
に
敗
戦
に
よ
る
大
陸
法
系
の
継
受
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
法
の

継
受
と
い
う
事
情
の
変
化
が
あ
り
、
そ
の
法
規
定
内
容
の
不
備
と
不
統
一
が
、
他
の
法
典
に
比
し
て
一
層
著
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と

は
否
め
な
い
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
法
典
の
改
正
の
必
要
性
は
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
未
だ
法
務
省
、
制
度
審
議
会
の
日
程
に
入
る
に
至
っ
て

も
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
企
業
倒
産
法
に
お
け
る
企
業
維
持
の
理
念
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
お

い
て
、
企
業
倒
産
法
に
お
け
る
企
業
維
持
の
理
念
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
具
体
的
適
用
が
、
企
業
倒
産
法
の
す
み
ず
み
に
ま

で
、
い
か
に
浸
透
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
充
分
に
意
義
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
書
は
恩
師
西
原
寛
一
先
生
の
追
悼
論
文
集
で
あ
り
、
学
部
と
大
学
院
に
お
い
て
四
年
間
、
さ
ら
に
昭
和
四
七
年
か
ら
同

五
一
年
逝
去
さ
れ
る
ま
で
関
西
商
事
法
研
究
会
で
ご
指
導
を
頂
い
た
不
肖
の
弟
子
と
し
て
、
先
生
の
ご
業
績
の
主
た
る
内
容
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
、「
企
業
法
論
」
の
中
心
的
概
念
で
あ
る
「
企
業
」
に
関
す
る
も
の
の
中
で
、
先
生
が
そ
の
確
定
に
つ
い
て
の
嚆
矢

的
存
在
で
あ
る
、
商
法
の
第
一
の
基
本
理
念
と
し
て
の
「
企
業
の
維
持
」
の
理
念
を
小
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
企
業
倒
産
法
上

に
い
か
に
発
現
さ
れ
適
用
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
先
生
へ
の
報
恩
の
一
助
と
な
る
と
考
え
、
本
稿
を
思
い
た
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

（
1
）　

こ
の
分
野
に
関
す
る
命
名
に
つ
い
て
は
、今
中
利
昭
＝
河
端
幸
弘
編
著
・
企
業
倒
産
法
の
理
論
と
全
書
式（
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
七
五
年
）（
そ

の
後
一
九
九
二
年
に
新
訂
版
を
出
版
し
た
が
、
本
稿
の
脱
稿
が
そ
れ
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
内
容
に
ほ
と
ん
ど
変
更
が
な
い
の
で
、
旧
版
の

引
用
を
使
用
し
て
お
い
た
）
三
頁
と
同
七
頁
注
（
1
）
掲
記
の
文
献
参
照
。
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本
稿
は
、
企
業
維
持
理
念
の
適
用
を
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、
企
業
（
自
然
人
の
営
業
を
も
含
む
）
の
倒
産
に
関
す
る
法
体
系
を
視
野
に
入
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
企
業
倒
産
法
と
い
う
名
称
が
一
層
適
切
と
な
ろ
う
。

（
2
）　

商
法
上
の
企
業
概
念
に
つ
い
て
は
、
西
原
寛
一
・
日
本
商
法
論
第
一
巻
（
日
本
評
論
社
・
一
九
五
〇
年
）
一
八
頁
以
下
、
同
・
商
法
学
（
岩
波
全

書
・
一
九
五
二
年
）
一
〇
二
頁
以
下
、
同
「
企
業
法
論
の
任
務
と
方
法
―
商
的
色
彩
論
と
対
比
し
て
」
民
商
法
雑
誌
創
刊
二
五
周
年
記
念
特
集
号
・

私
法
学
論
集
（
下
）
同
誌
三
九
巻
四
・
五
・
六
合
併
号
（
一
九
五
九
年
）、
同
・
商
事
法
研
究
第
三
巻
（
一
九
六
八
年
）
一
頁
以
下
所
収
、
同
「
商

法
概
念
と
し
て
の
企
業
」
田
中
先
生
還
暦
記
念
―
商
法
の
基
本
問
題
（
有
斐
閣
・
一
九
五
二
年
）
一
一
頁
以
下
、
同
「
企
業
」
法
哲
学
講
座
第
八
巻

（
有
斐
閣
・
一
九
五
六
年
）
五
頁
以
下
、
同
「
企
業
概
念
の
実
定
法
的
適
用
」
竹
田
古
稀
記
念
論
集
（
有
斐
閣
・
一
九
五
二
年
）
六
三
頁
以
下
。

（
3
）　

こ
の
企
業
倒
産
法
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
今
中
＝
河
端
・
前
掲
書
三
頁
以
下
。
谷
口
安
平
・
倒
産
処
理
法
・
現
代
法
学
全
集
33
（
筑
摩
書
房
・

一
九
七
六
年
）
六
八
頁
以
下
。

（
4
）　

こ
の
点
の
争
点
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
中
＝
河
端
・
前
掲
書
三
二
頁
以
下
、
拙
稿
「
整
理
計
画
の
立
案
と
確
定
」
金
融
商
事
判
例
六
二
七

号
一
五
二
頁
（
一
九
八
一
年
）、
同
「
新
版
和
議
・
会
社
整
理
・
特
別
清
算
」
金
融
商
事
判
例
八
八
五
号
（
一
九
九
二
年
）
改
訂
一
八
二
頁
以
下
、

池
田
靖
「
会
社
整
理
手
続
の
実
際
」
金
融
商
事
判
例
六
二
七
号
一
二
三
頁
（
一
九
八
一
年
）、
谷
口
・
前
掲
書
三
〇
七
、
三
〇
八
頁
。

（
5
）　

こ
の
企
業
倒
産
法
の
法
体
系
中
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
今
中
＝
河
端
・
前
掲
書
一
一
頁
以
下
。

（
6
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
原
・
前
掲
商
法
学
一
〇
二
頁
以
下
、
同
・
前
掲
日
本
商
法
論
第
一
巻
七
頁
以
下
、
な
お
、
企
業
概
念
の
学
説
上
の
立
場

の
紹
介
は
、
石
井
照
久
編
・
商
法
上
巻
・
法
律
学
演
習
講
座
上
巻
（
青
林
書
院
・
一
九
五
四
年
）
一
〇
頁
以
下
。

（
7
）　

企
業
維
持
の
概
念
と
そ
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
は
、
西
原
・
前
掲
商
法
学
一
九
六
頁
以
下
、
同
・
前
掲
日
本
商
法
論
第
一
巻
七
六
頁
以
下
、
八
一

頁
以
下
、
石
井
編
・
前
掲
書
一
一
頁
以
下
。

二
　
企
業
倒
産
法
の
基
本
理
念
と
し
て
の
企
業
維
持

１　

企
業
倒
産
法
の
基
本
理
念

企
業
倒
産
法
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
は
、
種
々
そ
の
体
系
書
中
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
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今中利昭履歴

【
今い
ま

　
中な
か

　
利と
し

　
昭あ
き

　
履
　
歴
】

・
１
９
３
５
年
（
昭
和
一
〇
）
５
月
15
日　

兵
庫
県
川
西
市
（
当
時
川
辺
郡
東
谷
村
） 

で
父
利
兵
衛
、 

母
敏
子
の
三
男
と
し
て
誕
生

・
１
９
４
１
年
（
昭
和
一
六
）
４
月　

兵
庫
県
川
辺
郡
東
谷
村
立
東
谷
幼
稚
園
入
園

・
１
９
４
１
年
（
昭
和
一
六
）
12
月　

太
平
洋
戦
争
開
戦

・
１
９
４
２
年
（
昭
和
一
七
）
４
月　

兵
庫
県
川
辺
郡
東
谷
村
立
東
谷
小
学
校
入
学

・
１
９
４
５
年
（
昭
和
二
〇
）
８
月　

太
平
洋
戦
争
終
戦

・
１
９
４
６
年
（
昭
和
二
一
）
10
月　

小
学
校
五
年
生
か
ら
軟
式
野
球
始
め
る

・
１
９
４
８
年
（
昭
和
二
三
）
３
月　

兵
庫
県
川
辺
郡
東
谷
村
立
東
谷
小
学
校
卒
業

・
１
９
４
８
年
（
昭
和
二
三
）
４
月　

兵
庫
県
川
辺
郡
東
谷
村
立
東
谷
中
学
校
入
学

・
１
９
４
８
年
（
昭
和
二
三
）
４
月　

同
中
学
校
野
球
部
入
部

・
１
９
５
０
年
（
昭
和
二
五
）
８
月　

北
摂
中
学
校
野
球
大
会
に
お
い
て
投
手
・
四
番
・
主
将
と
し
て
優
勝

・
１
９
５
１
年
（
昭
和
二
六
）
３
月　

兵
庫
県
川
辺
郡
東
谷
村
立
東
谷
中
学
校
卒
業

・
１
９
５
１
年
（
昭
和
二
六
）
４
月　

兵
庫
県
立
伊
丹
高
校
入
学

・
１
９
５
１
年
（
昭
和
二
六
）
４
月　

同
校
弁
論
部
入
部

・
１
９
５
４
年
（
昭
和
二
九
）
３
月　

兵
庫
県
立
伊
丹
高
校
卒
業

・
１
９
５
４
年
（
昭
和
二
九
）
４
月　

関
西
大
学
法
学
部
入
学
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・
１
９
５
７
年
（
昭
和
三
二
）
４
月　

同
大
学
に
て
大
学
院
終
了
ま
で
故
西
原
寬
一
博
士
の
指
導
を
受
く

・
１
９
５
８
年
（
昭
和
三
三
）
３
月　

関
西
大
学
法
学
部
卒
業

・
１
９
５
８
年
（
昭
和
三
三
）
４
月　

関
西
大
学
院
法
学
研
究
科
入
学
（
指
導
教
授
・
故
伊
沢
孝
平
博
士
）

・
１
９
５
８
年
（
昭
和
三
三
）
４
月　

同
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
と
な
る

・
１
９
５
９
年
（
昭
和
三
四
）
10
月　

司
法
試
験
合
格

・
１
９
６
０
年
（
昭
和
三
五
）
３
月　

関
西
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
商
法
学
研
究
終
了
（
法
学
修
士
） 

・
１
９
６
０
年
（
昭
和
三
五
）
４
月　

司
法
修
習
生
に
採
用

・
１
９
６
２
年
（
昭
和
三
七
）
４
月　

弁
護
士
登
録
（
大
阪
弁
護
士
会
宇
佐
美
幹
雄
法
律
事
務
所
に
て
指
導
を
受
く
） 

・
１
９
６
４
年
（
昭
和
三
九
）
４
月　

大
阪
弁
護
士
会
常
議
員

・
１
９
６
４
年
（
昭
和
三
九
）
５
月　

久
美
子
と
結
婚

・
１
９
６
５
年
（
昭
和
四
〇
）
３
月　

歌
舞
伎
観
賞
を
本
格
的
に
始
め
る

・
１
９
６
５
年
（
昭
和
四
〇
）
４
月　

関
西
法
律
特
許
事
務
所
を
村
林
隆
一
弁
護
士
と
開
設

・
１
９
６
５
年
（
昭
和
四
〇
）
５
月　

第
一
子
美
紀
子
誕
生

・
１
９
６
７
年
（
昭
和
四
二
）
３
月　

第
二
子
俊
久
誕
生

・
１
９
６
７
年
（
昭
和
四
二
）
10
月　

大
阪
弁
護
士
会
綱
紀
委
員
会
委
員

・
１
９
７
１
年
（
昭
和
四
六
）
４
月　

大
阪
弁
護
士
会
法
律
扶
助
委
員
会
副
委
員
長

・
１
９
７
２
年
（
昭
和
四
七
）
４
月　

大
阪
弁
護
士
会
司
法
委
員
会
副
委
員
長
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・
１
９
７
２
年
（
昭
和
四
七
）
４
月　

阪
南
大
学
非
常
勤
講
師

・
１
９
７
４
年
（
昭
和
四
九
）
５
月　

日
本
弁
護
士
連
合
会
司
法
制
度
調
査
会
委
員

・
１
９
７
５
年
（
昭
和
五
〇
）
４
月　

大
阪
弁
護
士
会
司
法
修
習
委
員
会
副
委
員
長

・
１
９
７
５
年
（
昭
和
五
〇
）
９
月　

東
邦
産
業
株
式
会
社
保
全
管
理
人

・
１
９
７
５
年
（
昭
和
五
〇
）
11
月　

同
破
産
管
財
人

・
１
９
７
６
年
（
昭
和
五
一
）
４
月　

大
阪
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

・
１
９
７
６
年
（
昭
和
五
一
）
７
月　

特
許
法
と
商
法
の
諸
問
題
（
村
林
隆
一
弁
護
士
と
共
著
）
を
出
版

・
１
９
７
７
年
（
昭
和
五
二
）
10
月　

大
阪
市
立
大
学
非
常
勤
講
師
（
平
成
３
年
３
月
ま
で
）

・
１
９
７
８
年
（
昭
和
五
三
）
４
月　

大
阪
弁
護
士
会
常
議
委
員
会
副
議
長

・
１
９
７
８
年
（
昭
和
五
三
）
４
月　

大
阪
府
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
特
別
委
員

・�

１
９
７
８
年
（
昭
和
五
三
）
12
月　

�『
企
業
倒
産
法
の
理
論
と
全
書
式
』（
河
端
幸
弘
氏
と
共
編
著
・
商
事
法
務
研
究
会
刊
）
を
出
版

・
１
９
８
１
年
（
昭
和
五
六
）
２
月　

大
阪
府
消
費
者
生
活
苦
情
審
査
会
委
員

・
１
９
８
１
年
（
昭
和
五
六
）
４
月　

大
阪
弁
護
士
会
消
費
者
保
護
委
員
会
（
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
）
委
員
長

・
１
９
８
２
年
（
昭
和
五
七
）
４
月　

大
阪
弁
護
士
会
副
会
長　

こ
の
頃
よ
り
自
宅
の
庭
に
て
四
季
折
々
の
花
作
り
を
始
め
る

・
１
９
８
２
年
（
昭
和
五
七
）
４
月　

日
本
弁
護
士
連
合
会
理
事
・
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
常
務
理
事

・
１
９
８
３
年
（
昭
和
五
八
）
４
月　

大
阪
府
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
委
員

・
１
９
８
３
年
（
昭
和
五
八
）
10
月　

大
阪
弁
護
士
会
綱
紀
委
員
会
副
委
員
長
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・
１
９
８
５
年
（
昭
和
六
〇
）
４
月　

大
阪
弁
護
士
会
総
合
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
副
委
員
長

・
１
９
８
８
年
（
昭
和
六
三
）
４
月　

同
会
同
委
員
長　

こ
の
頃
よ
り
自
作
の
花
を
接
写
す
る
こ
と
を
始
め
る

・
１
９
８
８
年
（
昭
和
六
三
）
10
月　

現
代
会
員
契
約
法
（
民
事
法
情
報
セ
ン
タ
ー
刊
）
を
出
版

・
１
９
９
０
年
（
平
成
二
）　

４
月　

大
阪
弁
護
士
会
弁
護
士
研
修
委
員
会
（
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
）
委
員
長

・
１
９
９
０
年
（
平
成
二
）　

５
月　

日
本
弁
護
士
連
合
会
研
修
委
員
会
副
委
員
長

・
１
９
９
１
年
（
平
成
三
）　

10
月　

第
一
紡
績
株
式
会
社
保
全
管
理
人	

・
１
９
９
２
年
（
平
成
四
）　

２
月　

同
更
生
管
財
人

・
１
９
９
２
年
（
平
成
四
）　

４
月　

大
阪
弁
護
士
会
司
法
委
員
会
（
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
司
法
制
度
調
査
委
員
会
）
委
員
長

・
１
９
９
２
年
（
平
成
四
）　

５
月　

日
本
弁
護
士
連
合
会
司
法
制
度
調
査
会
副
委
員
長

・
１
９
９
２
年
（
平
成
四
）　

９
月　
『
新
訂
版
・
企
業
倒
産
法
の
理
論
と
全
書
式
』（
河
端
幸
弘
氏
と
共
編
著
）
を
出
版	

・
１
９
９
３
年
（
平
成
五
）　

２
月　
『
会
員
権
紛
争
の
上
手
な
対
処
法
』〔（
監
修
）
民
事
法
研
究
会
刊
〕
を
出
版

・
１
９
９
３
年
（
平
成
五
）　

７
月　

大
阪
府
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
会
長
（
平
成
７
年
４
月
ま
で
）	

・
１
９
９
４
年
（
平
成
六
）　

８
月　

写
真
展
（
四
季
折
々
の
花
展
）
を
大
阪
銀
行
梅
田
支
店
ロ
ビ
ー
で
催
す
（
11
月
ま
で
） 

・
１
９
９
５
年
（
平
成
七
）　

４
月　

大
阪
弁
護
士
会
司
法
修
習
委
員
会
（
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
司
法
修
習
委
員
会
）
委
員
長

・
１
９
９
５
年
（
平
成
七
）　

５
月　

日
本
弁
護
士
連
合
会
司
法
修
習
委
員
会
副
委
員
長

・
１
９
９
５
年
（
平
成
七
）　

８
月　
『
今
中
利
昭
著
作
集
︱
法
理
論
と
実
務
の
交
錯
〔
上
巻
・
下
巻
〕』を
出
版(

民
事
法
研
究
会
刊
）

・
１
９
９
８
年
（
平
成
一
〇
）
５
月　

日
本
弁
護
士
連
合
会
司
法
制
度
調
査
会
委
員
長
（
平
成
11
年
４
月
ま
で
）
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・
２
０
０
０
年
（
平
成
一
二
）
４
月　

芦
屋
市
建
築
審
査
会
会
長
（
平
成
24
年
３
月
ま
で
）

・
２
０
０
１
年
（
平
成
一
三
）
６
月　

ニ
チ
メ
ン
株
式
会
社
社
外
監
査
役
（
平
成
15
年
３
月
ま
で
）

・
２
０
０
３
年
（
平
成
一
五
）
６
月　

株
式
会
社
池
田
銀
行
社
外
監
査
役

・
２
０
０
４
年
（
平
成
一
六
）
４
月　

第
一
紡
績
株
式
会
社
社
外
取
締
役
（
平
成
20
年
６
月
ま
で
）

・
２
０
０
４
年
（
平
成
一
六
）
４
月　

甲
南
大
学
法
科
大
学
院
教
授
（
倒
産
法
担
当
）（
平
成
20
年
３
月
ま
で
）

・
２
０
０
５
年
（
平
成
一
七
）
４
月　

イ
チ
ボ
ウ
継
永
会
名
誉
会
長

・
２
０
０
７
年
（
平
成
一
九
）
２
月　

チ
ェ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
理
事
長

・
２
０
０
７
年
（
平
成
一
九
）
９
月　

関
西
大
学
か
ら
法
学
博
士
学
位
記
授
与

・
２
０
０
７
年
（
平
成
一
九
）
12
月　
『
詳
解　

新
会
社
法
の
理
論
と
実
務
〔
第
二
版
〕』
出
版

・
２
０
０
８
年
（
平
成
二
〇
）
１
月　
『
動
産
売
買
先
取
特
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
論
（
博
士
論
文
）』
出
版(

民
事
法
研
究
会
刊
）

・
２
０
０
８
年
（
平
成
二
〇
）
６
月　

学
校
法
人
兵
庫
医
科
大
学
監
事
（
平
成
26
年
３
月
ま
で
）（
民
事
法
研
究
会
刊
）

・�

２
０
０
８
年
（
平
成
二
〇
）
６
月　

�

池
田
泉
州
銀
行
堂
島
支
店
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
街
角
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
花
の
素
顔
」
今
中

利
昭
写
真
集
」（
令
和
２
年
７
月
ま
で
）

・
２
０
０
９
年
（
平
成
二
一
）
11
月　
『
実
務
倒
産
法
講
義
〔
第
三
版
〕』
編
著
（
民
事
法
研
究
会
刊
）

・�

２
０
１
０
年
（
平
成
二
二
）
４
月　

�「
動
産
売
買
先
取
特
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
の
目
的
物
―
物
上
代
位
論
余
論
―
」（『
民
事
特
別

法
の
諸
問
題
〔
第
五
巻
〕』
所
収
）

・
２
０
１
０
年
（
平
成
二
二
）
10
月　

株
式
会
社
池
田
泉
州
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
外
監
査
役
（
平
成
29
年
６
月
ま
で
）
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・
２
０
１
１
年
（
平
成
二
三
）
８
月　
『
事
業
譲
渡
の
理
論
・
実
務
と
書
式
〔
第
二
版
〕』
編
集
出
版
（
民
事
法
研
究
会
刊
）

・
２
０
１
３
年
（
平
成
二
五
）
１
月　
『
会
社
分
割
の
理
論
・
実
務
と
書
式
〔
第
六
版
〕』
編
集
出
版
（
民
事
法
研
究
会
刊
）

・
２
０
１
６
年
（
平
成
二
八
）
６
月　
『
会
社
合
併
の
理
論
・
実
務
と
書
式
〔
第
三
版
〕』
編
集
出
版
（
民
事
法
研
究
会
刊
）

・
２
０
１
６
年
（
平
成
二
八
）
７
月　
「『
固
定
主
義
再
考
』
そ
の
後
」　

共
著
（
事
業
再
生
と
債
権
管
理
一
五
三
号
所
収
）

・
２
０
１
８
年
（
平
成
三
〇
）
３
月　
『
倒
産
法
実
務
大
系
』
編
集
（
民
事
法
研
究
会
刊
）

・
２
０
２
０
年
（
令
和
二
）
　
３
月　

弁
護
士
法
人
関
西
法
律
特
許
事
務
所
55
周
年
記
念
論
文
集　

編
集

・
２
０
２
０
年
（
令
和
二
）
　
３
月　

同
論
文
集
に
「
積
極
的
監
査
役
論
」
を
執
筆

・
２
０
２
０
年
（
令
和
二
）
　
８
月　

�

池
田
泉
州
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
第
一
頁
「
季
節
の
花
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
平
成
16
年
４
月
以
降

毎
月
掲
載
継
続
中
）
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